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「負け」と向さ合う

溌選、すぎしち誘盤の寝畜を直に行きました。
すぎしち教室では、崩ち贔けのある譴筋をすると
きに哭罰なことを留薔していましだ。

蒻賃箪では、だれでも、負けたくない、勝ちた
いと態っているでしょう。でも、 §Iき分けになら
ない傾り、勝つ人がいれば負ける人もいるのが
膳貨です。

16日に、爵籟の肘料
で膳脊渉タイトル『滋
を蔓薪し た徊祥籠太
恥湿には、 こんなエピ
ソ ー ドがあります。藤井
棋 聖 が小学2年生で

雷嗚
う

した、 プロ屈乳愉
と麟蔀渦かれる「テ ー

ブルマ ー クこども哭苔」 という整薗最優の学禎l晋
棋大会の

I

i
妥

霧椴でのこと。藤井棋聖は大きなミス
おか いって も

を犯します。藤井棋聖がその一手を始すやいなや、
竺ぎ留＝玩がおどろいてどよめいたほどの「隠里c隠ぃ

き づ

手）」。もちろん、藤井棋聖も自分のミスにすぐ気付
きましたが、プロ直壬も寄烏する閻じ『崖Eで、た
くさんの寵署を闘にしてとりかえしのつかない
ミスをしてしまったくやしさとはすかしさに羨焉
ちを立て置すことができす、段守（齢禎習デ）
しました。藤井棋聖は簑厖翌でもくやしさのあ
まり痘ぃていたそうです。藤井棋聖は当悔をこう

ふ かえ

振り返ります。
「小さいころは，負けるとすぐ泣いていました。

くやしい気袴ちをおさえられなかったんです。

でも、じょじょにくやしさをコントロールできる
ようになり、涎励鈴（プロ楔士畜励属匈のような
ところ）に入ってからはあまり泣かなくなりまし
だ。角Iプたことに

し

だ勝から局き合うのは哭湊• こ
と。けれど、庖き合ってくやしい気袴ちを次の対
居へのモチベーション（やる気、意欲）に初り薔
えていくこと力秩嘉だと思っています。」

（プレジデント Family2019 年秋号より）

だれだって、負けはくやしいものです。負けを
みと い わけ
認めたくなくて、つい言い訳したり負けおしみを

すく
言ったりしてしまう人も少なくないでしょう。で
も、負けを受け入れ、正面から向き合うからこそ
学べることがあります。それは、自分の薗酌笞であ

つぎ

り、次は負けないために留分をすることであり、
うやま

勝負する相手を敬い思いやる気持ちであるので
す。負けを受け入れられる人は、負けを慇れす
猜鴬できる人とも言えるのではないでしょうか。

藤井棋聖は、負けと向き合い、 その一つ一つか
ら学んで、最年少タイトル森藷香となりました。
これからもタイトル愉国蒻きます。勝ち続ける饗
ば かりでなく、負ける時があったらその姿にも
宦肖してみてください。
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4 年おざはらはるか さん

あ瓦）あ みら のこ なにげ

雨上がり、道に残った水たまりを同気なく見たら、
あおそら っ ゅ あい哀

さわやかな青空がうつっていだー一梅雨の合間のひ
とき 口いりょうかん

と時の清涼感をとらえたすてきな切ですね。

保設者の杏林
f学期最社の週になりました。祁内の祈型コロナウイルス感魚状況は 1衣然どして予断をi午しません。学杖て

合

は 、 政めて子供た

ちに「今を守る学杖｝レ ール」の洪底をすび掛けるなど、 杖戟頁ー同気を引き9令めて感除予防封泉に泊り紐んて
9

います。ご家庭

て
、

も 、 杉七小の見令全員が元点に夏休みを迎えられるよう、 更なるこ1お力をお頼い中l J:. げます。


